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  □時間率レベルＬx（騒音 Ｌ5・Ｌ50・Ｌ95）について  
     レベルが不規則にかつ大幅に変動する評価方法として、９０％レンジ法が  
   規定されております。  
   この 90%レンジ法とは、下図のように瞬時値から累積度数曲線を描き、  
   100％の上下 5%をカットするものです。  
   この９０％レンジ法の上端値をＬ5・中央値をＬ50・下端値をＬ95 と規定し  
   ています。  
 
 
 
                      図   累積度数曲線の例  
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  ※ 例 え ば １時間値のＬ50 が 63dB だとすると  

63dB 以上の時間が 30 分間、63dB 以下の時間が 30 分間であったと  
言うことです。  

   ま た  １時間値のＬ5 が 70dB だとすると  
70dB 以上の時間が 3 分間、70dB 以下の時間が 57 分間であったと  
言うことです。  

   特 定 建 設 作 業 の 場 合 こ の Ｌ5 値が、騒 音 の 規 制 値 8 5d B を 超 え な い こ と  
と な っ て お り ま す 。  

 
 



 
 
  □時間率レベルＬx（振動 Ｌ10・Ｌ50・Ｌ90）について  
     レベルが不規則にかつ大幅に変動する評価方法として、８０％レンジ法が  
   規定されております。  
   この 80%レンジ法とは、下図のように瞬時値から累積度数曲線を描き、  
   100％の上下 10%をカットするものです。  
   この８０％レンジ法の上端値をＬ10・中央値をＬ50・下端値をＬ90 と規定し  
   ています。  
 
 
                      図   累積度数曲線の例  
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  ※ 例 え ば １時間値のＬ50 が 43dB だとすると  

43dB 以上の時間が 30 分間、43dB 以下の時間が 30 分間であったと  
言うことです。  

   ま た  １時間値のＬ10 が 48dB だとすると  
48dB 以上の時間が 6 分間、48dB 以下の時間が 54 分間であったと  
言うことです。  

   特 定 建 設 作 業 の 場 合 こ の Ｌ10 値が、振動の 規 制 値 7 5d B を 超 え な い こ と  
と な っ て お り ま す 。  
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